「今後の土砂災害対策の進め方」検討委員会設置要綱　
（名　称）

第１条　本委員会は、「今後の土砂災害対策の進め方」検討委員会（以下、「委員会」という。）と称する。

　（目　的）

　第２条　委員会は、今後の自然現象や社会情勢がもたらす課題に適切に対応し、土砂災害に強いまちづくりのため、委員からの意見・助言を得て、大阪という都市らしいきめ細やかな施策の策定に資することを目的とする。

なお、策定後の実施に際しては、逐次、PDCAサイクルによる検証を行い、より効果的な施策とするため、委員会によるフォローアップを実施する。

　（組　織）

第３条　委員会は、別表に示す者により組織する。

２　委員は土砂災害対策に関し、優れた見識を有する者のうちから知事が委嘱する。

　３　委員の任期は、委嘱日から当該年度内までとする。ただし、再任は妨げない。

（委員長）

第4条 　委員会には、委員長を置く。

２　委員長は、委員会で委員の互選により定める。

３　委員長は、委員会の会務を総括する。

４　委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指名する委員が職務を代理する。

（議　事）

第5条 　委員会は、委員長が招集し議事をすすめる。

２　委員長は、必要に応じて、委員以外の出席を求めることができる。

（庶　務）

第６条　委員会の庶務は、大阪府都市整備部河川室ダム砂防課において行う。

（その他）

第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長が別に定める。

附則

　　この要綱は平成23年9月26日から施行する。

（別　表）

今後の土砂災害対策の進め方検討委員会　委員名簿
	阿部　昌樹
	大阪市立大学大学院　法学研究科　教授

	小杉　賢一朗
	京都大学大学院　農学研究科　准教授

	千木良　雅弘
	京都大学　防災研究所　教授

	深町　加津枝
	京都大学大学院　地球環境学堂　准教授

	松村　和樹
	京都府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授

	矢守　克也
	京都大学　防災研究所　巨大災害研究センター　教授


（五十音順）
平成23年11月22日（火）


第1回「今後の土砂災害対策の進め方」


検討委員会
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